
 平成 24 年度 第１回獣医学共用試験委員会   

議事録  

１ 日 時 平成２４年４月２０日（金）１０：００～１５：１５ 

２ 場 所 東京大学農学部 尾崎教授室 

３ 委員   

  酪農学園大学：山下和人教授        岐阜大学：北川均教授 

  北里大学：高井伸二教授          岐阜大学：杉山誠教授 

  日本獣医生命科学大学：鷲巣月見教授（欠席）麻布大学：浅井史敏教授（欠席） 

  酪農学園大学 遠藤大二教授（欠席）    東京大学：尾崎博教授  

  鳥取大学 澁谷 泉教授             東京大学：杉浦教授  

 

４．議題 

 各委員会の今後の進め方について 

１）獣医学共用試験委員会  

共用試験委員会の構成について検討し、各小委員会の正副責任者に入って頂き、以下の 14

名で構成することとした。 

○ 共用試験委員会：髙井・杉山 

  ○大学代表者会議：尾崎 

○vetCBT 小委員会：（杉山）・稲葉・杉浦 

○vetCBT 問題ＦＭ委員会：浅井・遠藤 

○vetOSCE 準備委員会：北川・鷲巣 

○トライアル実施委員会：（髙井）・山下・望月 

○広報委員会：澁谷・（遠藤）・堀・北村         合計 14 名 

（１）科研費交付申請完了の説明があった（資料１：交付申請書） 

（２）基盤研究(A)の平成 24 年度実施計画に関する確認と検討 

  平成 24 年度計画について、進捗状況と今後の対応について説明があった。 

① 共用試験準備委員会の立ち上げ 

獣医学共用試験委員会として平成 24 年 3 月 26 日の全国協議会において承認（資料２ 1-

体制図、2-委員会機能と構成） 

  ②全獣医学系教員の意識調査（アンケート） (資料３：看護の報告書) 

   山下先生に看護の報告書を参考に叩き台を作成して頂くこととした。 

③ 医学・歯学共用試験並びに薬学共用試験に関する調査と情報収集： 

第 6 回獣医学教育改革シンポジウム（獣医学会・岩手）が橋本先生の企画で計画されて

いる（資料８ 第 6 回シンポジウム案） 

  ④獣医学共用試験の問題作成 

   既に設置された小委員会で検討することとした。 

   １）CBT 問題作成マニュアルの作成 

   ２）CBT 問題作成依頼 

   ３）CBT 問題のブラッシュアップ 

   ４）CBT 問題の等価性に関する検討 

   ５）CBT 問題の新規派生問題の作成 

   ６）OSCE 問題の作成 

２）杉山先生作成・共用試験スケジュール案（資料９）に沿って、1年間の流れについて検討し

た。 

（１）共用試験の検証システムの導入：杉浦先生に担当して頂く 

（２）共用試験実施概要の作成（平成 25 年度トライアルに向けて） 

 実施時期・実施環境について、東大（日獣大も可能か？）において実施することで検討する。 



（３）大学からの共用試験に参加する意志の確認＝16 大学が全て参加する 

（４）共用試験に関わる規則の制度化 

結果の取扱い、不正防止策、罰則規定等について尾崎先生が担当し案作りを進めることとした。 

（５）獣医学共用試験機構の設置（尾崎先生が担当して案作りを進める） 

（６）その他 

 具体的な問題について、医学機構・福田先生を訪問し、見学とレクチャーを受けることが提

案された。小委員会で質問事項を纏め、6月中旬以降を目処に日程調整をすることとした。 

 

３）小委員会からの報告と今後の進め方について 

① vetCBT 小委員会 杉山（岐阜大）・稲葉（北大）・杉浦（東大）  

資料を使って、問題生鮮作業工程についての説明があり、詳細を検討した。 

   資料 4-1CBT 問題精選作業工程図-全体像案 

   資料 4-2CBT 問題精選作業工程図-評価結果の取扱い案 

   資料 4-3CBT 問題精選作業工程図-画面イメーシ案 

   資料 4-4CBT 問題精選作業工程図-工程具体案 

 ②vetCBT 問題内容検討部会 杉山（岐阜大）・稲葉（北大） 

 ③vetCBT 問題フォーマット・マニュアル（ＦＭ）小委員会 浅井（麻布大）・遠藤（酪農大） 

 4 つの資料について検討した。これについては、16 大学代表者から、各大学において説

明を頂くこととした。 

   資料５−１CBT の機密性に関する取り扱い 

   資料５-２獣医学共用試験とは 

   資料５-３CBT 問題作成マニュアル 

   資料５-４CBT 問題作成例 120406 

 ④vetOSCE 準備小委員会 北川（岐阜大）・鷲巣（日獣大） 

   北川先生から、これまでに実施された 2 回の委員会で検討された事項について説明があ

った。現在、担当を決めて、それぞれの項目について検討しているとのこと。 

      資料６-1 第１回 vetOSCE 準備委員会議事録案 

   資料６-２第 2回 vetOSCE 準備委員会議事録案 

 ⑤トライアル実施小委員会 髙井（北里大）副・山下（酪農大）  

 ⑥広報小委員会 澁谷（鳥取大）副・遠藤（酪農大）副・堀（東大）北村（鳥取大） 

      資料７．共用試験 HP 

   澁谷先生から、立ち上げたＨＰについて、機構の名称は、vet-CAT(common achievement 

test)とすること等の説明があった。今回の会議の議事録、資料についても、今後ＨＰにアップ

して保存することとなった。 

３）その他 

 （１）次回の会議予定：6 月中旬を予定することとした。 

 （２）16 大学の代表者に、大学代表者会議の委員 2 名の再確認と資料 10CBT 入力者登録票を

配布し、5月中に各大学における全教員の登録者リストの作成を依頼することとした。 

 （３）本日の会議資料について、纏まり次第、16 大学代表者会議の委員に配付することとし

た。 

 


